
多摩支部会報
全国校友沖縄大会特別号

平成29年12 月吉日

明治大学校友会
東京都多摩支部

支部長 西山 強

広報委 飯田光宏

沖縄大会に参加して

西山 強 ２ｐ

栁澤正長 ３ｐ

鈴木紘一 ４ｐ

慰霊祭 ５ｐ

江面利和 ６ｐ

小川紳夫 ７ｐ

小川 孝 ８ｐ

編集後書 飯田 ９ｐ

沖縄大会資料

式典次第 10ｐ

基調講演等 11ｐ

歓迎挨拶 12ｐ

会長挨拶 13ｐ

理事長祝辞 14ｐ

学長祝辞 15ｐ

県知事祝辞 16ｐ

市長祝辞 17ｐ

大会開催地 18ｐ

石川大会 19ｐ



第５３回全国校友沖縄

大会に出席して

多摩支部長

西山 強（36工・国分寺）

今年で戦後７２年、沖縄県が

日 本 復帰して４５周年を迎えるこの

年に、亜熱帯の温暖な気候と豊かな自然に恵

まれた沖縄で、「荒井退造氏慰霊祭」と「第

５３回全国校友沖縄大会」及び希望者により

エクスカーションが行われました。

「荒井退造氏慰霊祭」は沖縄県営平和記念

公園内の島守の塔前で行われ、あいにく雨模

様でテント張りの中で参加者約１００名（校

友会本部、沖縄県支部、栃木県支部、兵庫県

支部、東京都多摩支部）での実施でした。こ

れも荒井退造氏（元沖縄県警察部長・栃木出
身…明治大学専門部出身）の究極の中での生

活等を考えると慰霊祭には最高の天候とも思

われました。荒井退造氏は第二次大戦末期に

県の首脳陣が不在の中、不退転の決意で２０

万人ともいわれる沖縄県民の命を救って、島

守とも呼ばれている、その中ですこやかに荒

井退造氏の慰霊の式典が行われ、出席者一同

は献花・焼香を行い終了しました。その後、

沖縄平和祈念資料館を見学し、当時の沖縄の

悲惨さを見れば見るほど荒井退造氏の精神と

行動は、本学の理念である「個」強くする大

学と大いに共鳴しました。

又、「第５３回全国校友沖縄大会」は「め

んそ～れ沖縄（ウチナー）いちゃり兄弟（チョー

デー）明治は一つ」の呼びかけのもと、全国

から９３０名・東京都多摩支部からも３０名

の参加があり、式典は盛大に行われ、その後、

基調講演「琉球王国とアジア諸国との交流」、

解説と実演「琉球・韓国の舞踊における比較

研究と共創」、「華やかな各琉球舞踊」の実

演が実演され、懇親会も盛大に行われ終焉し

ました。

これら実施は宮里沖縄県支部長をはじめ約

９００名の沖縄県校友会員の企画、運営のご

尽力の結果と深く感謝しております。

これらを東京都多摩支部と各行事を比較す

ると行事の質の向上を更に行っていく必要が

あると思われました。皆で他支部・地域支部

の行事等に参加や見学をし、質の向上に努め
て行かなければならないと感じました。

２ｐ
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全国校友沖縄大会に参加して

沖縄の思い出を今

多摩支部幹事長
栁澤正長（38工 国立）

第53回全国交友沖縄大会

が11月17日より3日間にわた

り９００名の校友参加のもと盛

大に開催されました、１７日は雨降りしきる

なか、荒井退造沖縄警察部長の慰霊祭に参加、

１８日の全国大会には多摩支部より２９名が

参加、式典に続き、琉球舞踊と韓国舞踊の競

演もあり思い出に残る大会でした。

私ごとですが今回の沖縄行きは４回目であ

りまして、最初の旅は昭和３７年８月の真夏

の沖縄に校友と二人で旅行をしております、

当時はまだアメリカの軍政下にありパスポー

トを取り、銀行にて１００ドル（３６０００

円）を懐に、神戸港より３０００頓の黒潮丸

に乗船、運悪く大型台風に遭遇、瀬戸内海、

奄美大島、に停泊、那覇港まで３日間を要し、

ひどい船酔いに悩まされ、船を降りてもふら

ふらして歩いておりました。太平洋の荒波は

猛烈で、船のへさきを超える大波が連続で来

る様は恐ろしいものです。

当時、沖縄の首里城は戦争で廃墟と化し、
守礼の門のみで、首里城跡には琉球大学が立っ
ており、那覇市の街も高層ビルはなかったと
思います。当時の観光は姫ゆりの塔、健児の
塔が観光の目玉であり、定期バスに乗り見学
したように記憶しております、２人は学生で
お金もなく、宿の予約はせず、テント持参、
海岸の砂浜で野宿の準備をしていると、近所
の人が現れ、海岸は夜中に猛毒のハブや海蛇
が出没、噛みつかれ、死ぬぞと脅かされ、そ
の人の家に泊めてもらい、夕飯、朝食をご馳
走になり、お土産まで頂いたと思います、確
か息子さんが東京にいると言われた様に記憶
しております。

今回の沖縄訪問を含め３回の旅行はジェッ

ト機の旅で３時間程度で那覇空港に到着、５

０数年前の沖縄行きとは格段の違いを実感い

たしました、良き時代に生まれ幸せだと感じ

ております。

大会の様子などは、後頁の式典次第や宮里

沖縄県支部長挨拶や柳谷孝理事長の祝辞等

及び添付写真等からご推察願い、私は、今回

４回目の沖縄旅行をして、ふと思い出した第

１回目の旅行に触れて書いてみました。

基調講演 「琉球王国とアジア諸国との交流」講師：高倉倉吉 （琉球大学名誉教授・文学博士）
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荒井退造氏（元沖縄県警察部長）慰霊祭に

参列して

多摩支部副支部長 鈴木紘一 （昭43 商）

第53回全国校友沖縄
大会の前日平和祈念公園
内「島守の塔」前で、約
140名が参列し、沖縄県支
部・兵庫県支部・栃木県
支部共催による 「明治
大学の大先輩荒井退造氏
（栃木県宇都宮市出身）」
の功績を 讃える慰霊祭
が執り行われました。

あいにくの雨でしたが、厳粛な雰囲気の中

で宮里沖縄県支部長の開 式の辞で始まり、

校歌斉唱・黙祷・読経・沖縄県知事挨拶（代

読） に続き、長谷川栃木県支部長から、荒

井氏の経歴・島田叡元沖縄県知事（兵庫県出

身）と一緒に元沖縄県警察部長として20万人

とも言われる沖縄県民の命を救った功績を讃

える追悼の辞がありました。

先の戦争で、国内で唯一戦場となり、住民を

巻き込んで大勢 の犠牲者を出した悲惨な沖

縄において、多くの県民の命を救ったその勇

気と行動は沖縄では絶賛されております。

しかし、残念ながらこの話はまだまだ全国的

には知られておらず、明治大学の校友である

こともあまり知られておりません。

今回の慰霊祭で、向殿校友会長からは「荒井

退造氏の功績を世界に発信していきたい」と

の挨拶があり、また、土屋学長からは「「島

守の塔」の前で平和への道を歩むことを誓う」

との挨拶がありました。

参列者全員焼香の後、「島守の塔」の上にあ

る「島田知事・荒井警察部長終焉の碑」をお

参りしました。

慰霊祭の後、多摩支部メンバーは平和祈念
館を見学し、改めて、現在の平和な社会は戦
争による大きな犠牲の上に成り立っているこ
と、平和の尊さを心に刻んでまいりました。
また、翌日の校友大会では、校友会長・理事
長・学長・父母会長からそれぞれ荒井退造氏
の功績を讃える挨拶がありました。

荒井退造氏のご家族が日野市にお住まいになっ

てることから、多摩支部としても今後、沖縄・

兵庫・栃木県支部をバックアップして、荒井

氏の功績を世に広め、後世に語り継いでいき

たいと思います。

（荒井退造氏に関する書籍 「たじろがず沖

縄に殉じた荒井退造」「沖縄の島守」をご覧

下さい。又、ネット情報もご参照下さい。）

４ｐ

沖縄県警察部長 荒井退造・

終焉之地 碑

沖縄県知事 島田 毅

沖縄県平和祈念資料館
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全国校友沖縄大会に参加して

日野地域支部 江面利和 （47年 工）

今回は全国各地からおよそ９

００人の校友が集まり、多摩

支部からも約３０名が参加し

ました。日本最南端の地に９

００人も集まることに愛校心

と結束力の強さを感じた全国大

会でした。まさに「明治はひとつ！」

を実感する時でした。

初めに宮里博史沖縄県支部長より「戦後７

２年、沖縄県が日本復帰して４５周年を迎え

ている。沖縄の歴史、文化の現状を見ていた

だき、併せて明治はひとつを実感し、母校支

援を誓うことで皆様の心に残る大会になれば

と願っていいます」と歓迎のご挨拶がありま

した。

向殿政男校友会長の挨拶に続き、土屋恵一

郎明治大学長は、軍事利用を目的とする研究・

連携活動の禁止などをアピールした全面広告

を全国紙に掲載したこと、また女子学生の入

学者が多いことに触れ、東洋経済新報社から

『あの明治大学が、なぜ女子高生が選ぶNo.1

大学になったのか?』が１１月１７日に出版さ

れたので、是非読んでほしいと紹介されまし

た。

式典後、「琉球王国とアジア諸国との交流」

をテーマにした記念講演、続いて琉球舞踊・

韓国舞踊の実演がありました。

私が、全国大会に参加するのは新潟、大津、

鳥取に続いて４回目になりますが、参加する

たび、他県の校友と顔見知りになることが、

楽しみになります。前日のホテルへ向かうシャ

トルバスでは隣に座った方が福島県の方で、1

2回目の参加とのことでしたが、後で校友会副

会長増子眞也さんと知りました。当日の会場

に向かうバスでは

仙台地域支部長・阿部倫明さんにバッタリ会

うなど、有意義な大会でした。（阿部倫明さ

んは仙台で居酒屋「りとらい」を経営されて

いて、10月に日野地域支部で仙台に伺ったと

きお世話になりました。）

６ｐ

＊琉球舞踊（沖縄県支部ＨＰより） ＊懇親会（沖縄県支部ＨＰより）

式典での向殿校友会長ご挨拶

記念講演

「琉球・韓国の舞

踊における比較研究

と共創造」

実演フィナーレ

嘉利吉（総出演）

（写真：飯田）



全国校友沖縄大会に参加して・・・
沖縄は遠い。でも、「明治はひとつ」
町田地域支部 小川 紳夫 （46年 文）

この数年の中で沖縄を訪れ
るのは3回目。最初は8年前、
定年退職した年に妻を誘って、
「沖縄ツアー」に参加した。2
回目は姪が恩納村のホテルで
結婚式を挙げるというので喜
んで参加した。従って今度が
三回目の沖縄訪問であった。

３回目といっても結局のところ沖縄のこ
とは何もわかっていないという自己の無知
をいやというほど突きつけられた２日間で
あった。
今回、大会に参加して衝撃的だったのは、

記念式典での沖縄県支部の山川副支部長の
「閉会の挨拶」。氏の明治大学学生時代は、
まだ沖縄がドルを使っていた時代。「沖縄
から竹芝（晴海？）まで48時間かかった。」
「検疫がすごく厳しかった」「沖縄なのに、
日本語がうまいね、と言われて悔しかった。

俺は日本人なのだよ」等々。
心情的には沖縄を理解しているつもりで

も、実のところ私は何も分かっていなかっ
た。本当に恥ずかしい。大会の翌日に首里
城をゆっくり見学しながら深く反省した。
復帰から４５年。大会を支えてくれてい

た沖縄の若い校友会員のきびきびした働き
が大変印象的でした。
ありがとう。やはり「明治はひとつ」で

す。

首里城は改修工事中でした ７ｐ

美ら水族館付近海岸線（写真：飯田）



写真

飯田

レンタカーで美ら海水族館へ
日野地域支部長

小川 孝 （47年 商）

今回の沖縄大会の手配（航

空券、宿、エクスカーション）

は全て鈴木副支部長にお任せ

で、一行7人（西山支部長、鈴

木、飯田、當麻の３副支部長、
栁澤幹事長、小平の波多野氏

と私）は雨の那覇空港に降り

立ちました。

初日の大渋滞は深く記憶に刻まれた。翌１

８日はガイド付首里城観光。首里城正殿を背

景に記念撮影。南殿詰所から書院・鎖之間を

拝観していると、栁澤幹事長から「一服」の

提案があり、ガイドの「時間がない。キャン

セル」との叫びに耳を貸さず、鎖之間で琉球

王国時代の伝統菓子とお茶を味わう。

最終日の慶良間観光は急遽中止。レンタカー

利用で美ら海水族館に行くことになった。レ

ンタカー手配を鈴木副支部長にして頂いた。

運転手を買って出る。助手席にナビゲーター

役で鈴木副支部長が着座。那覇インターから

沖縄自動車道に入り許田インターに向かう。

那覇空港に１７時到着を目指す関係で、時間・

行程管理はナビゲーターに全てお任せである。

許田ICを降り、50分ほど走り、美ら海水族館
に到着、世界最大級の大水槽「黒潮の海」を

泳ぐ巨大ジンベエザメやマンタの姿に圧倒さ

れる。昼食後.熱帯ドリームセンターで、熱帯・

亜熱帯の花や果樹、ランを鑑賞する。センター

内カフェで公務員的不愛想な接客を受け、コー

ヒーを飲んで、帰途に着く。営業所近くで道

に迷ったが、無事車を返し、バスで空港に到

着。運転疲れは夕食の泡盛で吹き飛びました。

美ら海水族館 写真：飯田

首里城広場で居合せた多摩支

部会員及び神奈川東部支部会

員と記念写真 ８ｐ



編 集 後 書
第53会全国校友沖縄大会が、900余名の校友が沖縄県に集い成功裏に開催された。

韓国の校友もそして日本各地から、南国、沖縄にまさに馳せ飛んできた。東京と比べると気温

差10度以上で、気候の暖かさを肌に感じ、それ以上に沖縄の校友・県民の温かさを心に感じま

した。

「めんそーれ 沖縄（ウチナー） いちゃりば兄弟（チョーデー） 明治はひとつ」そのもの

である。

大会前日、沖縄県営平和祈念公園内 島守の塔で、太平洋戦争末期の沖縄県警察部長として

当時の兵庫県出身島田叡県知事と共に終戦間際の大混乱の中20万人ともいわれる多くの県民の

命を救った母校校友 荒井退造氏（栃木県出身）の慰霊祭に参加しました。雨降る中読経を聞

きながら、当時の混乱と死の恐怖の中逃げ惑う人々の姿を想い、合掌し、今日の平和のありが

たさを感謝したしだいです。

第53回記念式典及び基調講演、は沖縄コンベンションセンター劇場棟で開催され、沖縄の伝

統芸能等に浸りました。

懇親会は、場所をラグナガーデンホテルに移動し、溢れんばかりの校友が、「泡盛」等に酔

いしれ、伝統芸能・空手演技等に見入りました。

第54回石川大会での再会を約し、明治大学応援歌・校歌を大合唱！宮里沖縄県支部長の閉会の

辞を持って散会しました。

翌日のエクスカーション慶良間観光コースは荒海のため中止。予定していた多摩支部メンバー

のうち７名は、鈴木紘一副支部長の手配したレンタカーで美ら海水族館を鑑賞いたしました。
皆さま、お疲れ様でした、ご参加有難うございます。写真提供ありがとうございました。

以降のページは大会資料です。スキャナーが上手くいかず、読み取りにくいと思いますが、

参考までに添付しました。

多摩支部広報委員会 飯田光宏 （町田 39年 法） ９ｐ

写真：鈴木紘一氏
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